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普段の生活の中で「しまくとぅば」は必要だと思うかについてみると、全体では、「非常に必要」の

回答が10.9％、「ある程度必要」が51.0％となっており、これらを合わせた割合は61.9％が

「必要」と考えている。

過去調査比較では、「ある程度必要」以上の回答は令和元年度が78.5％、令和2年度が

75.5％、今回調査では61.9％で減少傾向にある。令和２年度と同様の郵送回答のみの結

果では「非常に必要」が16.8％、「ある程度必要」が53.9％、合算値は70.7％となり、令和

２年度と比較すると4.8ポイントの減少となる。

性別では、 「ある程度必要」以上の回答が男性が61.9％、女性も61.9％だった。

年代別では、年代が上がるにつれ必要性を感じる回答が多くなり、最も低い20代の52.6％

から増加し、最も高い70歳以上では68.9％となる。

地区別では、「宮古地区」が最も高く69.7％、最も低いのは「八重山地区」 で56.6％であっ

た。

「必要だと思う理由」は年代を問わず「沖縄の大切な文化だから」、「伝統継承」、「生まれ育っ

たところの言葉だから」といった文化として重要なので「残すべきと」とするコメントが多く寄せられて

いる。一方「必要でない」との理由では「日常生活では使わない」、「使う相手がいない」など普

段使わないとの理由や、「生活をする上で支障がない」、「標準語が使えれば問題ない」などの回

答が多い。年配の方では「話す人が少ない」からという回答も多かった。
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＜手法＞

〈61.9％〉

〈58.8％〉

〈70.7％〉
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年代 性別 市町村 理由

10代 女性 沖縄市 ”しまくとぅば"をなくさない為！！

10代 女性 石垣市 子孫にまで継承するために

10代 女性 糸満市 大切

20代 男性 沖縄市 自分が産まれた沖縄に誇りを持っているからしまくとぅばが減っていくのはかなしい

20代 男性 うるま市 話す、使うかは別として文化として継承すべき

20代 男性 今帰仁村 時代を感じて欲しいから。

20代 男性 糸満市 文化

20代 女性 宜野湾市 「しまくとぅば」は１つの文化であり歴史であるから伝承するべき。

20代 女性 宜野湾市 今若い世代話せる人、意味が分かる人は全然いないから必要かと思う

20代 女性 宮古島市 ご年配の方にとってはそれがその人自身の持つ唯一本当の気持ちを表現できる言語なんだろうなと思うことがあるから

20代 女性 宮古島市
この土地で暮らしてるのことの証明や誇りになると思う。 共通語とは違う言葉を使うということで、言語的な関心が高まると
思う。

20代 女性 南風原町 将来しまくとぅばが消失するかも

20代 女性 与那原町 微妙なニュアンスが伝わるから標準語になおせないものもあるから

20代 女性 沖縄市 沖縄の伝統、文化の一つであり時代と共に薄れてきてるため語り継がれなければならないものの一つだと思うから

20代 女性 沖縄市 語り継がないといけない

20代 女性 中城村 使える人が減ってきているから

20代 女性 八重瀬町 自分の島の言葉を大切にしたい

20代 女性 金武町 小さい子どもにも方言はわかってほしいべき

20代 女性 那覇市 承継は大切

20代 女性 うるま市 親しみやすいから

20代 女性 那覇市 先祖代々大事にしてきた沖縄だけの言葉だから

20代 女性 那覇市 伝統がなくならないように

20代 女性 那覇市 伝統継承の意味で

20代 女性 名護市 日常的に使うことで馴染む

20代 女性 宜野湾市 方言の意味や使い方を継承しないといけないと思うから

20代 女性 座間味村 無くしてはいけないから

30代 男性 宜野座村 お年寄りには共通語、若年者がお年寄りに合わせていく必要がある

30代 男性 石垣市 伝統！

30代 男性 南風原町 なくなりつつある為

30代 男性 金武町 標準語では表せない表現もあるので便利な事もある

30代 男性 大宜味村 短い言葉数でダイレクトに、ストレートに伝わる速さがある。

30代 男性 那覇市 残したいなら使った方が良い

30代 男性 うるま市 生まれ育った時から耳にし口にする言葉だから。今の子達は話せない子が多すぎる。そのうちなくなる

30代 男性 沖縄市 昔からの沖縄を受け継ぐ為だからです。

30代 男性 沖縄市 昔から今の沖縄を受け継ぐ為に重要だからです。

30代 男性 沖縄市 絶やさない

30代 男性 浦添市 他県ではあたりまえに日常で方言を使っているから

30代 男性 糸満市 伝統

30代 男性 沖縄市 文化は大事だと思います。

30代 男性 沖縄市 文化を残す

30代 男性 沖縄市 文化を守るために必要

30代 男性 沖縄市 歴史を継承していくため

30代 女性 本部町 しまくとぅば意味と理由を考えたら必要だと思います。

30代 女性 南城市 どんどんなくなってしまったら悲しい

30代 女性 沖縄市 使わないと継承されないから。

30代 女性 石垣市 次の世代に残してほしいから

30代 女性 名護市 親しみやすさ、伝統があるから

30代 女性 沖縄市 絶滅させたくないから

30代 女性 本部町 伝統

30代 女性 名護市 必要だから

30代 女性 西原町 方言は文化だと思うので。無くして欲しくない。もっともっと大事にしていきたい

30代 女性 嘉手納町 忘れてはいけないから

40代 男性 宜野湾市 アイデンティティがから

40代 男性 沖縄市 アイデンティティになるから

40代 男性 うるま市 沖縄人だから

40代 男性 恩納村 県民なので必要

40代 男性 那覇市 コミュニケーションになる

40代 男性 那覇市 これからも伝えられるように

40代 男性 那覇市 しまくぅばでしか表す事が出来ない事

40代 男性 南風原町 しまくとぅばでしか伝わらないニュアンスがある

40代 男性 うるま市 それがあってこその沖縄

40代 男性 国頭村 使う事は出来ないが沖縄の文化や伝統は継承してほしい

40代 男性 宜野湾市 ない

40代 男性 石垣市 なくなる

40代 男性 沖縄市 普段使わないと使わなくなるから

40代 男性 竹富町 文化。誇り。

40代 男性 うるま市 若い世代になると使わなくなり。消えつつあるので是非しまくとぅばは残しているべきだと思う

40代 男性 宜野湾市 沖縄が好きだから

40代 男性 沖縄市 沖縄の文化だから。

40代 男性 伊是名村 沖縄県民だから

40代 男性 糸満市 気持ちをダイレクトに伝えやすいと思うから。

40代 男性 南風原町 言語

40代 男性 那覇市 言語として残すため

40代 男性 宜野湾市 後世に残す上で大切だと思う

40代 男性 北谷町 残すべきものの一っだから

40代 男性 那覇市 使わないとなくなりそうだから

40代 男性 北中城村 自分たちの文化だし生活の一部だから、当たり前
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年代 性別 市町村 理由

40代 男性 宮古島市 昔から続く言葉は受け継いでいくべきだと思う。

40代 男性 那覇市 伝統は大切にするべき

40代 男性 糸満市 島の文化の継承

40代 男性 うるま市 当たり前だから

40代 男性 うるま市
日琉祖語から日本語・琉球語とそれぞれ先祖から受け継いできた言葉。共通語と共にしっかり残していくためにも、日常のな
かでもっと使えたらと思う。

40代 男性 南城市 美しい

40代 男性 那覇市 必要じゃない理由が無い

40代 男性 名護市 文化であるため

40代 男性 那覇市 文化を無くしたくないから

40代 男性 宜野湾市 本当に大切な文化言葉だと思う！私は子供と頃から、祖母や親と話していたが、同世代でも話せない人が多い??

40代 男性 那覇市 無くさないために

40代 男性 石垣市 歴史

40代 女性 読谷村
沖縄ならではの方言で、地域によって、言い方、イントネーション？が少し違うので私は聞いてて面白いし、しゃべりたいと思
うから。

40代 女性 宜野湾市 沖縄の人の人格や考え方が言葉に残っているから。

40代 女性 うるま市 神事、ユタで使うから

40代 女性 竹富町 言葉には色々な意味が含まれているため

40代 女性 那覇市 しまくとぅばでしか伝えられない言葉があるから

40代 女性 糸満市 生活の一部なので。

40代 女性 北中城村 無くしたくない

40代 女性 読谷村 のこしていかなければならないものだから

40代 女性 読谷村 残していきたい

40代 女性 うるま市

方言を話せる人がどんどんいなくなっているから。私の親は70代後半ですが、小さい時から私達に話す時は共通語で、父と
母で会話する時は方言だったので、40代後半になってもまともに方言が話せないのが恥ずかしい。沖縄から出て自分の生ま
れ育ったところを紹介する時に、方言が話せたらかっこいいと思う。それだけで沖縄の文化を伝えられる自分自身の自信に
なります。三味線、空手など沖縄の事ができなくても、方言ぐらいしゃべれてたら、同じ日本人や外国人に、沖縄の事を言葉
で紹介できるので、本当に方言をしゃべれたら自分のとりえになると思います。

40代 女性 沖縄市 全く話さなくなっているから、寂しいと思う

40代 女性 宜野湾市 わかってたら絶対使いたい。子供達にも教えてほしい。

40代 女性 沖縄市 沖縄なので

40代 女性 うるま市 沖縄の伝統芸能や文化とともに継承しなくてはならない。私の親世代でも話さない、話せない人がいるから危惧している。

40代 女性 沖縄市 沖縄らしさ

40代 女性 金武町 沖縄県民のアイデンティティーだから

40代 女性 南風原町 継承

40代 女性 北中城村 現在の60代、70代でも方言を話せない人が多い方言使わなくても困らない環境であるが次世代に残す事を考えたい。

40代 女性 那覇市
言葉は文化でありその地域独自の暮らしの基礎だから。公共の看板や案内には、日本語、英語、中国語、韓国語と併記さ
れているので、そこに「しまくとぅば」も入れてほしい。日常的に五感に触れる機会を増やしたらいい。

40代 女性 浦添市 言葉は文化でありルーツだから。

40代 女性 南風原町 今まで先祖が、繋いできてくれた方言なので、これからも大切にしていきたい

40代 女性 恩納村 残していきたいので

40代 女性 那覇市 残す事は大事

40代 女性 沖縄市 使わなくなってきた

40代 女性 うるま市 子供たちはわからないと思いますが、年配と接する機会が多いので説明するには方言が必要だと思っています。

40代 女性 うるま市 昔から使われてきた言葉だから

40代 女性 那覇市
先ほども申し上げましたが、使わないと言語は死にます。生かすには今しかないです。今の子たちが大人になった頃、ネイ
ティブでウチナーグチが話せる子がどれほどいるか。

40代 女性 沖縄市 素敵なものだから

40代 女性 糸満市 俗語が沖縄の方言と思っている人が多くてアイデンティティの危機を感じているから

40代 女性 糸満市 大好き！単純にウチナーンチュですから。私。 しまくとぅばで慣れ親しんだ育ちなので。

40代 女性 沖縄市 地元の言葉が残るのは大切だから

40代 女性 糸満市 伝統ある言葉だと思う

40代 女性 那覇市 文化と歴史と気候と人の生き様で成り立っているものは表現にはベスト

40代 女性 豊見城市 無くしてはならないもの

40代 女性 石垣市 話せる世代が居なくなりつつあるので

50代 男性 那覇市 うちなーにとっては尊い文化だから。

50代 男性 那覇市 うちなー口を継承していくため。

50代 男性 北中城村 思いやりがある

50代 男性 うるま市 ここは沖縄であって内地ではないので

50代 男性 うるま市 しまくとぅばが通じる人達が少なくなってきています。まずは家族や友人達から使って言って欲しい。

50代 男性 宜野湾市 しまくとぅばは無くしてはいけない

50代 男性 沖縄市 島言葉を残す為使わなければすたれる

50代 男性 うるま市 小学校の事は方言を使ったらおこられた

50代 男性 沖縄市 その日の感じと体調が分かる。

50代 男性 那覇市 その言葉でしか表現出来ないような｢しまくとぅば｣があるから。

50代 男性 沖縄市 それで会話が弾む

50代 男性 宜野湾市 使っているから

50代 男性 糸満市 できるだけ日常的に使うようにして若者層にも広げていきたい！

50代 男性 那覇市 なくしてはいけない

50代 男性 宜野湾市 非常に必要だ

50代 男性 沖縄市 標準語を話すことに抵抗がある

50代 男性 宜野座村 方言を話さないと忘れるかもしれない

50代 男性 那覇市 やはり、先祖から受け継いだ言葉なので大事にしたい。大阪弁が無くならないのと同じ意味で。
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年代 性別 市町村 理由

50代 男性 糸満市 若い世代に広まってほしいので。

50代 男性 うるま市 我々50代でも完璧じゃないですしね

50代 男性 宮古島市 沖縄の言葉だから後世に伝えるべき

50代 男性 名護市 沖縄の文化のひとつだから伝えていかないといけないから。

50代 男性 うるま市 沖縄人だから

50代 男性 南風原町 沖縄人のアイデンティティだから

50代 男性 那覇市 郷土のことばだから

50代 男性 糸満市 言葉を次世代に継承するためには普段から使うことが重要

50代 男性 浦添市 後世に残すため。

50代 男性 那覇市 使わなくなるから

50代 男性 西原町 自然と出てしまう

50代 男性 浦添市 若い世代の子達は知識がないため。

50代 男性 浦添市 大切

50代 男性 うるま市 伝わりやすい

50代 男性 名護市 伝統を継承するべき。

50代 男性 那覇市 伝統を絶やしたくないから

50代 男性 北中城村 伝統的なものを残さないといけない

50代 男性 那覇市 日常的に使うから

50代 男性 中城村 年輩の方がいるから

50代 男性 那覇市 年配の方もいるので

50代 男性 名護市 標準語にはない、細かいニュアンスが伝わる。

50代 男性 那覇市 文化

50代 男性 北谷町 文化の保護

50代 男性 那覇市 文化を守るため

50代 男性 那覇市 方言は大事に残したい

50代 男性 宮古島市 忘れないように

50代 男性 那覇市 忘れ去られるから。

50代 男性 那覇市 歴史なので

50代 女性 南風原町 心に響く大切な方言

50代 女性 沖縄市 しまくとぅばでしか表現できない美しい言葉があるので必要だと思う

50代 女性 石垣市 しまくとぅばでしか表現できない感覚があるから

50代 女性 石垣市 しまくとぅばもですが、今や方言はどこも危ない状況にあると思うので、なるべく方言で話した方がいいと思う。

50代 女性 北谷町 使わないとわからなくなる

50代 女性 南風原町 伝統文化として継承していきたいと思います

50代 女性 宜野湾市 なくさないように普段から使うのがいい

50代 女性 豊見城市 なくなりつつあるから

50代 女性 北中城村 わかる人が少なくなっている

50代 女性 国頭村 湧き上がってくる感情や思いを的確に表す「しまくとぅば」が多くあるのに使い伝えないと消えてしまう。。あまりにもったいない。

50代 女性 南風原町 沖縄の歴史を残すために

50代 女性 那覇市 沖縄独特の文化の一つ

50代 女性 浦添市 何かを説明する時にちょうどいいから

50代 女性 那覇市 感情はそれでしか表せないものがあるから。

50代 女性 北中城村
貴重な言語がなくなってしまうことがとても悲しいです。祖父母や両親が話していたしまくとぅばを継承できていないことに焦り
を感じています。

50代 女性 浦添市 郷土の大切さは言葉からなので

50代 女性 糸満市 後世に伝えるためには日常的にであることが望ましい。英会話と同じです

50代 女性 宮古島市 使わなければ忘れる

50代 女性 西原町 子供たちにも

50代 女性 南風原町 失いたくない

50代 女性 沖縄市 若い人に残していきたい。

50代 女性 那覇市 若者層に受け継いでもらえず、ラテン語みたいになるから。

50代 女性 読谷村 柔らかい

50代 女性 浦添市 先輩方と話をする時には使いたい。

50代 女性 那覇市 尊敬語など使い分けて、しっかりと受け継いでいきたい。しまくとぅばが無くなるのはウチナーンチュとして悲しい

50代 女性 那覇市 大事

50代 女性 うるま市 聴き取り、話しが身に付いていれば良かったと思うので。

50代 女性 那覇市 文化遺産だから

50代 女性 那覇市 聞いたり話したりして、忘れないようにする

50代 女性 西原町 無くしたくない

50代 女性 豊見城市 無くしてはならないから

60代 男性 読谷村 ・自然と出る言葉・共通語では表現しにくい多様性がある

60代 男性 宜野湾市 生まれ育った地の言葉を大事にしたいから

60代 男性 うるま市 沖縄方言、「しまくとぅば」結果なくなってしまうかもしれない

60代 男性 豊見城市 郷土の言葉は残すべきだと思う

60代 男性 石垣市 親しみを感じる

60代 男性 沖縄市 しまくとぅばは独立国だった証

60代 男性 那覇市 しまくとぅばは沖縄特有の言語。

60代 男性 糸満市 しまくとぅばをなくしてはいけませんので使う。

60代 男性 宮古島市 しまくとばが無くならない為に

60代 男性 恩納村 しまことばが、親しみを感じる。

60代 男性 竹富町 島むにでしか言えないものがある

60代 男性 東村 生活上高齢者と接したり話のつながり混合していかないといけないので

60代 男性 宜野湾市 世界のウチナーンチュが継承しているのに地元の人が使わないのはおかしい(このままでは消滅してしまう危機感）

60代 男性 与那原町 どの家庭でも使ってほしい

60代 男性 那覇市 なくさないため
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60代 男性 宜野湾市 なくしてはいけない島人のアイデンティティー

60代 男性 南城市 日常生活の会話や品物について教える事がある

60代 男性 那覇市 ニュアンスを伝えるには大事

60代 男性 うるま市 文化としてもとても重要であると考える

60代 男性 沖縄市 未来しまくとぅばがなくらないために

60代 男性 糸満市 琉球文化として重要

60代 男性 浦添市
沖縄にしかない日本では古い言葉に分類される方言だから大切にして、普段使いできるようにしなければな
らないと思うから。

60代 男性 浦添市 沖縄の大切な文化なので

60代 男性 那覇市 言葉は文化だと思うから。使わないと廃れてしまう。

60代 男性 宜野湾市 使える人が少なくなったから

60代 男性 糸満市 若いひとには通じない

60代 男性 与那原町 生活の中にも方言がたくさんあるが、使っていないので忘れかけている。

60代 男性 那覇市 地域の文化だから

60代 男性 浦添市
島くとぅばを積極的に使用することにより、島くとぅばがなくなるのが防げるし、沖縄県民にとって身近な言語と
して定着させることができるから。

60代 男性 糸満市 薄れつつある

60代 男性 浦添市 文化だから

60代 女性 豊見城市 良い伝統を守ってもらいたい

60代 女性 北谷町 沖縄独自の誇りを持てる日本語より面白い

60代 女性 豊見城市 共通語を話してもしまくとぅばになってしまう

60代 女性 宮古島市 言葉の内容、感情、意味どんな場面で使うかを自然に覚えていく

60代 女性 豊見城市 子供や孫にしまくとぅば残す必要があるおもいます。

60代 女性 北中城村 コミュニケーションの為

60代 女性 沖縄市 子や孫に残すべき

60代 女性 石垣市 しまくとぅばを失いたくない

60代 女性 うるま市 しまくとぅばを残したい。しまくとぅばの豊かさが好き。意味が深い

60代 女性 金武町 島の人として言葉に誇りを持ってほしい！！

60代 女性 沖縄市 生活の中で使わないと言葉が無くなく。子供たちにも残したい

60代 女性 うるま市 その人の言語だから。

60代 女性 うるま市 無くなりつつあることを心配している

60代 女性 豊見城市 日常的に使うようにする

60代 女性 沖縄市 日頃から家族の中で使っていく、単語をつかっていく

60代 女性 うるま市 文化を保持していく上では「しまくとぅば」は欠かせないと考えている。

60代 女性 那覇市 沖縄で伝えられてきた言葉なので、残した方が良いと思う。

60代 女性 うるま市 使わないと方言がなくなると思う。

60代 女性 那覇市 文化だから

60代 女性 浦添市 文化を守る

70代以上 男性 沖縄市 いつもしまくとぅば使うよにしたら子供達も使うと思う

70代以上 男性 南城市 沖縄の事をしってもらう。理解してもらう諸々の事にはやはり地元の言葉が伝わりやすいような気がします。

70代以上 男性 うるま市 言葉は文化である。言葉の中に(しまくとぅば)の中にウチナーンチュの思考の型がある

70代以上 男性 北谷町 言葉をししそんそんに伝えなければならない

70代以上 男性 宮古島市 しまくとぅばは使わないとその島から消えてしまう。しまくとぅばは大事だと思う

70代以上 男性 那覇市 しまくとぅばを広めたいから

70代以上 男性 宜野湾市 好きだから

70代以上 男性 石垣市 地域の言葉にはその言葉でしか表現できない意味の文化もあると思う

70代以上 男性 うるま市 深いコミュニケーションが取れる

70代以上 男性 金武町 方言80％、共通語20％

70代以上 男性 竹富町 自ら生きていく文化そのものだから

70代以上 男性 沖縄市 琉球～沖縄の島々の言葉は、学術的・歴史的にも大変貴重だと思う。無くしてはぜったいいけない！！

70代以上 男性 沖縄市 沖縄県の文化で、無くなると困る

70代以上 男性 北谷町 失われていく感じがする

70代以上 女性 南風原町 沖縄県人らしい

70代以上 女性 宜野湾市 沖縄の文化の一つとして

70代以上 女性 八重瀬町 沖縄の文化を残すため。

70代以上 女性 沖縄市 共通語で表現できない時(ことば)がある

70代以上 女性 八重瀬町 島ことばは忘れてほしくないから。

70代以上 女性 大宜味村 地方の言葉は宝物だと思う

70代以上 女性 沖縄市 普段の生活で使わないとしまくとぅばの意味が知れました

70代以上 女性 うるま市 忘れてしまう。使わなくなる

70代以上 女性 那覇市 後世まで残しておくもの
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10代 男性 那覇市 沖縄といえば、基礎的にやった方が良いかもしれないから

10代 男性 うるま市 沖縄のことばだから

10代 男性 沖縄市 沖縄の伝統であり誇りだから

10代 女性 八重瀬町 お年寄りの方と話をするときにしまくとぅばをわかっていたら話しやすいと思うから

10代 女性 石垣市 これからも使われて行ってほしい

10代 女性 豊見城市 後世に伝えていくにはある程度喋っていくべき！

10代 女性 那覇市 伝統として残すべき

10代 女性 読谷村 伝統文化として残っていて欲しいから

20代 男性 那覇市 あった方が沖縄らしい

20代 男性 宜野湾市 上の世代の方々と喋る時にはしまくとぅばを通じて喋る方が円滑にコミュニケーションが取れると感じる事があるから

20代 男性 名護市 カッコいいから。

20代 男性 うるま市 高齢者と接するとき、相手が共通語よりしまくとぅばを使うことがあるから。

20代 男性 宜野湾市 しまくとぅばが話される機会が減っているから

20代 男性 豊見城市 しまくとぅばでしか伝わらないニュアンスの違いがあると思う

20代 男性 恩納村 生活でつかわなくなるとしまくとぅばが消えていきそうだから

20代 男性 名護市 その人たちにとってのコミュニケーションツールだから

20代 男性 宜野湾市 共通語では表現できないニュアンスを伝えることができると思うから

20代 男性 浦添市 少しでもしまくとぅばを話し、学ぶ機会は大切だと思うからです。

20代 男性 与那国町 地域文化的な内容は共通語だと意味が伝わらない

20代 男性 中城村 老人とのコミュニケーションの1つや沖縄の文化を残すといった点で必要だと感じる

20代 女性 糸満市
沖縄語は言語として独立後として認められているが、文字を持たない言語であるため、話していかないと、文化として廃れて
いってしまう

20代 女性 読谷村 おじー、おばーとの会話を楽しむ事が出来るから。

20代 女性 宮古島市 高齢者がまだ沢山いるから

20代 女性 南城市 子供達にもわかってほしいから

20代 女性 沖縄市 自分はあまり方言が話せないが祖母がバリバリの方言を話すので新鮮だなと思うので必要だと思います。

20代 女性 糸満市 しまくとぅばを全く使わなくなるのは悲しい

20代 女性 沖縄市
徐々に方言を使う人がいないので普段の生活から使っていると方言が身につくし、ウチナーンチュとしてある程度話せる方
が良いと思う

20代 女性 沖縄市 とてもおもしろいと思うし、話せたらとてもカッコいいと思う

20代 女性 北中城村 なくなってしまうのはあまり良くないと思うから

20代 女性 うるま市 年配の人はしまくとぅばを使っている事が多いのである程度分かるとコミュニケーションもとりやすいと感じる

20代 女性 読谷村 普段使う事でなれが必要

20代 女性 豊見城市 フレンドリーな感じがする

20代 女性 うるま市 やっぱり少しはしまくとぅばを残すべきだと思いますしフランクに話せる相手には話して受け継ぐべきだと思います

20代 女性 那覇市 会話を理解するため

20代 女性 沖縄市 継承の為に必要

20代 女性 那覇市 繋いでいきたいから

20代 女性 那覇市 言葉から文化を学ぶこともあるから。

20代 女性 那覇市 個人的に好きだから

20代 女性 宜野湾市 高齢者などで必要

20代 女性 八重瀬町 今の子供達にも継承していったほうが良いと思うから。

20代 女性 八重瀬町 使っている人も少なくなってきているので、文化の伝承は必要だと思うから

20代 女性 読谷村 将来わかる人が減ったら沖縄じゃなくなりそうな気がする

20代 女性 沖縄市 生まれ育った所の言葉だから

20代 女性 宜野湾市 昔からの言葉を大事にするべきだと思う

20代 女性 沖縄市 祖父母が島くとぅばを使うので

20代 女性 浦添市 祖父母とのコミュニケーションとるのにはいいかも

20代 女性 うるま市 大切な言葉だから

20代 女性 浦添市 日常会話では敢えて方言で話した方がコミュニケーションがとりやすい場合もあるから

20代 女性 名護市 日本語と若干異なる独特なニュアンスがしまことばでしか表現できない場面があるため

20代 女性 那覇市 日本語より感情が伝わりやすいから

20代 女性 豊見城市 年配の方と喋るときはしまくとぅば使うから

20代 女性 西原町 必要としている人が少なからずいるから

20代 女性 沖縄市
普段の生活ではしまくとぅばがないと不便って感じたことはないけど 沖縄の文化が無くなるって考えたら必要だなって感じが
します。 文化無くしたらなんか今まで引き継がれてきた事とかが無くなるから、それは寂しいかなって思う。

20代 女性 宜野湾市 文化が衰退してしまうから

20代 女性 那覇市 文化だから残したい

20代 女性 名護市 方言が無くなる

20代 女性 那覇市 方言でしか伝わらない感情があるから

20代 女性 宜野湾市 無くなってはいけないものだから

20代 女性 名護市 歴史あるものだから

20代 女性 南城市 話せない人が多くなってるから

30代 男性 那覇市 ウチナーグチの文化が無くなるのを防ぐため

30代 男性 南城市 沖縄っぽさを表現残す意味で

30代 男性 中城村 子供に少しでも覚えてほしい

30代 男性 那覇市 コミュニケーションは取りづらいが風化させてはいけないと感じる。

30代 男性 石垣市 しまくとぅばを残したいから

30代 男性 那覇市 しまくとぅば特有のニュアンスがあるからそれ自体も大事なコミュニケーションだと思う

30代 男性 うるま市 使っていないとなくなってしまいそうで！

30代 男性 読谷村 ユーモア

30代 男性 読谷村 ユニークだからのこすべき

30代 男性 南風原町 意志疎通に便利な面が多い

30代 男性 浦添市 沖縄の人にとっては必要だと思うので

30代 男性 豊見城市 沖縄の伝統は残したいから
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30代 男性 沖縄市 沖縄の文化でもあるから

30代 男性 浦添市 懐かしさを忘れないため

30代 男性 名護市 慣れてる言葉で喋る事が楽

30代 男性 名護市 言語はその地域の文化で、大切だから。

30代 男性 豊見城市 年寄りとの会話で必要

30代 男性 南城市 年配の方は方言で話す事が多いから。

30代 男性 伊是名村 秘密を伝えるときに使えるから（笑）

30代 男性 宜野湾市
必要という気持ちはあるが、実践できないのが現状。沖縄独特の言葉で文化であるから、絶やさないようにしたい気持ちは
ある。

30代 男性 那覇市 分かる分だけ使えばいい

30代 男性 那覇市 文化としては残すべきだが、ビジネス等とは切り離すべき。

30代 女性 宜野座村
うちなーぐちでしか表せないニュアンスがある。危機言語なので、私たちの世代が継承しないと近い将来消滅してしまいそう
だから。

30代 女性 那覇市 うちなー魂

30代 女性 糸満市 おじい、おばあを仕事で対応する時にはしまくとぅばを使用した方がわかりやすく、親しみやすい。

30代 女性 那覇市 おじーおばーと話す分には必要かなと。

30代 女性 うるま市 おじいちゃん、おばあちゃん世代はいまでも話すから、生活の中で触れてないと理解できないため

30代 女性 宜野湾市 子供などに伝えたい

30代 女性 那覇市 コミュニケーション

30代 女性 嘉手納町 これから先、無くなって欲しくない為

30代 女性 沖縄市 しまくとぅばを絶やさないため

30代 女性 那覇市 しまくとぅばを文化として残していきたいから

30代 女性 那覇市 せっかくの素晴らしい文化が、使われなければ消えてしまう。

30代 女性 宜野湾市 せっかく沖縄で生まれ育ったので、ある程度は理解したい。おじぃ、おばぁの話を理解したい。

30代 女性 那覇市 その言葉にしかないニュアンスがあるから

30代 女性 糸満市 無くても不便はしないけれど、言語も文化なので、守っていく為にも使う必要があると思う。

30代 女性 うるま市 なくても大丈夫ではありますが、やはり歴史のある大切な言葉だと思うので、少しは普及して欲しいと思います。

30代 女性 名護市 無くなると淋しい

30代 女性 宮古島市 なくなると嫌だから。

30代 女性 うるま市 何かを表現するときに方言が適切と感じるときがあるから

30代 女性 沖縄市 のこしていきたい沖縄の言葉だから

30代 女性 沖縄市 文化を保つため

30代 女性 石垣市 昔からの方言は大切にしたい

30代 女性 宜野湾市 挨拶程度は知っとくべき

30代 女性 南城市 沖縄にとってとても大事な財産だから。

30代 女性 宜野湾市 沖縄の誇りだから

30代 女性 宮古島市 介護の仕事しているから分からないことは、勉強になる

30代 女性 うるま市 貴重な文化だから

30代 女性 恩納村 義母、親戚が基本しまくぅとばを話すから

30代 女性 那覇市 継承するために

30代 女性 名護市 県内のお年寄りの方はほぼしまくとぅば使うため。

30代 女性 那覇市 言葉は文化で亡くしてはいけないから。

30代 女性 豊見城市 後世に残すために

30代 女性 名護市 今の言葉では伝えきれない絶妙なニュアンスがあるから

30代 女性 那覇市 今後話せなくなる人が増える

30代 女性 石垣市 残したいから

30代 女性 糸満市 仕事上分かると助かる

30代 女性 うるま市 使わないと忘れるから

30代 女性 那覇市 次世代に残していくため

30代 女性 宜野湾市 自分は話さなくとも、日常的に方言を使う方の話を聞くことができたらいいと思う

30代 女性 沖縄市 受け継いでいくためには使わないと分からないから

30代 女性 うるま市 住んでる所の方言だから

30代 女性 うるま市 将来子供もつかってほしい

30代 女性 与那原町 少数だけどまだ生きた言語だから。

30代 女性 宜野湾市 親しみをこめたコミュニケーションツール

30代 女性 嘉手納町 親近感が湧くから

30代 女性 浦添市 人とのコミュニケーション

30代 女性 うるま市 人付き合いではなくてはならないものだと思います。

30代 女性 那覇市 全くなくなってしまうと寂しいし受け継いでいってほしいから

30代 女性 石垣市 伝統継承

30代 女性 宜野湾市 伝統行事ではしまくとぅばが使われているから

30代 女性 石垣市 島の言葉たから

30代 女性 那覇市 年配の方でもうちなーぐちをビジネスで使う人が少なからず居るので合わせるのは大事かと

30代 女性 糸満市 方言の方がニュアンスが伝わることもあると思うから。

30代 女性 浦添市 方言をこれからも守っていきたい

30代 女性 宜野湾市 歴史を紡ぐために必要だと思います

30代 女性 豊見城市 和む

30代 女性 宜野湾市 綺麗な方言を使うなら必要だと思います。

40代 男性 豊見城市 ある程度使わないときえていく！

40代 男性 浦添市 ウチナーンチュだから。

40代 男性 読谷村 沖縄にしかないしまくとぅばの用語があるから。食べ物とか

40代 男性 名護市 お年寄りは方言で会話をすると親しみやすい

40代 男性 南城市 言語の文化をなくさないために

40代 男性 石垣市 言葉にのる感情が非常に気持ちに近いから。

40代 男性 名護市 しまくとぅばでしか伝えられないことがあるから。

40代 男性 南城市 島くとぅばに慣れている人はそれで話してほしい

40代 男性 宜野湾市 しまくとぅばを将来に渡って存続させるために。

40代 男性 那覇市 しまくとぅば絶滅させたくない

40代 男性 沖縄市 しまんちゅ魂
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40代 男性 豊見城市 その地域の言語を衰退させてはいけないから

40代 男性 沖縄市 祖母が「しまくとぅば」しかしゃべれない。

40代 男性 宜野湾市 なんとなく自分たちの生まれた島の言葉だから大事にしたいと思う気持ちはあるから

40代 男性 豊見城市 ふるさとの文化を大切にすべき

40代 男性 浦添市 一応代々続いてきた歴史があるので残した方がいい

40代 男性 那覇市 沖縄に限らず、方言というのはアイデンティティなので、廃らせてはいけないし、公認ではないがある意味無形文化財である

40代 男性 北谷町 沖縄の言葉を大切にしたい気持ちがあるから。

40代 男性 豊見城市 沖縄の文化、慣習が感じられるから

40代 男性 北谷町 会話の中に親しみを込めるため。

40代 男性 今帰仁村 貴重な無形文化遺産だと思います

40代 男性 うるま市 後世に伝えて行く為

40代 男性 南城市 高齢者と話すときは、方言のほうがいいときがあるので

40代 男性 中城村 次世代に引き継いでいく必要があるから。

40代 男性 豊見城市 自信につながる

40代 男性 那覇市 知らないと歴史もわからないから

40代 男性 浦添市 地元の言葉がなくなってしまうので必要だと思う

40代 男性 豊見城市 地元の文化大切だと思うから

40代 男性 那覇市 地方地元の方言への愛着、継承

40代 男性 豊見城市 伝統だから

40代 男性 名護市 島くとぅばの方が通じる場合がある。

40代 男性 宜野湾市 島人であることを認識できるから

40代 男性 伊江村 特に意識はしていないが文化だから

40代 男性 那覇市 年寄りと話す時は必要

40代 男性 那覇市 年配との会話などに、多少は必要

40代 男性 宜野湾市 年配の方とコミュニケーションをとるには良い

40代 男性 那覇市 廃れていくから

40代 男性 那覇市 必要な人には必要なので

40代 男性 糸満市 普段の生活から話すことで根付いていくと思うから。

40代 男性 うるま市 普段使いできるくらいはなってほしい

40代 男性 那覇市 方言などの文化は大切だから

40代 男性 うるま市 忘れてしまわないように

40代 男性 浦添市 無くなると申し訳ない

40代 男性 那覇市 歴史であり文化である。

40代 男性 沖縄市 話が伝わりやすい。

40代 女性 竹富町 「しまくとぅば」を伝え続ける為

40代 女性 那覇市 あってもいいかな～くらいですが。気持ちが入る言葉があるから

40代 女性 石垣市 ある程度の伝統をかんじるから

40代 女性 那覇市 いま現在、しまくぅとぅばが少し混じった方が話やすいから。

40代 女性 沖縄市 沖縄文化の方言を残していきたいから

40代 女性 豊見城市 おばーたちとの話が出来るように

40代 女性 うるま市 お年寄りの方のしゃべる時に必要

40代 女性 北中城村 気持ちを表すのに親しみ合ってより相手に伝わり。また適切な言いまわしが多いように思うから

40代 女性 糸満市 きれいな言葉は残した方がいい

40代 女性 宜野座村 心温まるすてきなしまくとぅばもある

40代 女性 北谷町 古代のなごりと郷愁を感じる

40代 女性 中城村 このままでは、方言がなくなり沖縄に住んでる感じがなくなる。

40代 女性 浦添市 コミュニケーションとるため

40代 女性 名護市 しまくとぅばが生活に根ざした文化であってほしいと考える為。

40代 女性 宜野湾市 しまくとぅば継承のためには必要ですが、理解不足の方もいらっしゃるため。

40代 女性 那覇市 せっかくの先祖からの文化は残していかなきゃいけないから

40代 女性 恩納村
せめて挨拶やお礼は県民が使えないと、海外、県外からの観光客受け入れる県民として。 海外旅行行くとまず現地の挨拶、
お礼を教えてもらうので。

40代 女性 糸満市 先輩方とのコミュニケーション

40代 女性 今帰仁村 その時の感情が分かる時もある

40代 女性 那覇市 その土地の文化だから。

40代 女性 うるま市 父・母、祖父母との会話の中で聞き取れる事は大事だし、また、継承していく為にも必要かと。

40代 女性 宜野湾市 ちゃんと教えてくれる人がいたらなぁと思う、しまくとぅばは沖縄の財産です！

40代 女性 中城村 使わないと「しまくとぅば」が無くなってしまうので残す意味では少し使っていた方が良いと思う

40代 女性 那覇市 ニュアンスが伝わりやすい場合のみ

40代 女性 沖縄市 文化として残してほしい。

40代 女性 石垣市 もう一つの言葉として使っても良いと思うから

40代 女性 豊見城市 良い方言は残した方がいい

40代 女性 石垣市 沖縄の文化、誇りだと思う

40代 女性 沖縄市 沖縄の文化なので、公式の場所で使うのは、どうかと思うが、家族や友達とは、忘れないよう方言を交えて話したい

40代 女性 浦添市 沖縄固有の言語は残した方がいいと思います。

40代 女性 うるま市 沖縄人だから

40代 女性 那覇市 会話を弾ませたいときなどは使うと楽しい

40代 女性 南風原町 楽しい気持ちになる

40代 女性 沖縄市 感情や思いを伝える時に便利

40代 女性 名護市 郷土の大切な言語であるから。

40代 女性 宜野湾市 継承していくためにはある程度必要

40代 女性 糸満市 後世に伝えるためには必要

40代 女性 うるま市 高齢者と接する機会が多く時に必要だと感じる事がある

40代 女性 豊見城市 残さなくてはならないその地方の文化だから。

40代 女性 沖縄市 使う機会がなくならないように

40代 女性 沖縄市 使えない人が増えると、そのまま忘れられていくだけだから。継承することは大切だと思う。
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40代 女性 南城市 使っている方もいるから。子孫に継承したほうがいいと思うから

40代 女性 沖縄市 子供たちにもつかってほしい

40代 女性 南城市 自分のアイデンティティの一部だから。

40代 女性 糸満市 自分の生まれた地域の言葉を残した方がいいと思う

40代 女性 南風原町 自分達の生まれ島の言葉は大事。絶やさないためにも理解し使って伝えて行くことは必要。

40代 女性 うるま市 若い世代に受け継がれていなくて、この先しまくとぅばがなくなる可能性が高いから。

40代 女性 沖縄市 受け継ぐためには日常で使用するのが1番容易いから

40代 女性 南城市 柔らかい感じがする

40代 女性 沖縄市 場が和やかになる

40代 女性 南城市 親しみのある言葉であり、 後世に残すべき言葉だから

40代 女性 沖縄市 生まれ育った場所だから

40代 女性 八重瀬町 昔から使われてきた言葉だから

40代 女性 那覇市
全部がしまくとぅばでは現在の沖縄では通じませんが、通じる人とは別の言語として話が出来、苦手な人との会話を回避す
るなどが可能でもある、一つの地元民の武器かもしれないからです。

40代 女性 那覇市 素晴らしい伝統

40代 女性 那覇市 相手と打ち解ける手段としてある程度は必要だと思うから

40代 女性 那覇市 存在していることを感じられなくなるため。

40代 女性 那覇市 地域で生活しているので

40代 女性 沖縄市 地域の方言は少しでも残っていた方が地域の特徴やイメージがあって良いと思う。

40代 女性 那覇市 地域の歴史を大切にする気持ちが生まれるから

40代 女性 那覇市 地元の言葉は、受け継ぎ、ハシワタシになりたい。忘れ去られ無いようにしたい文化。

40代 女性 那覇市 伝わりやすいから

40代 女性 浦添市 伝統を失いたく無いけど難しすぎて喋れない

40代 女性 浦添市 途絶えるのは違うから

40代 女性 八重瀬町 島の文化の継承

40代 女性 宜野湾市
同世代でも方言を知らない方が沢山いるのでどんどん使わないと後世に引き継がれずにしまくとぅばがわからない子達が多
くなる。

40代 女性 読谷村 年配の方は方言を使うと、喜んでくださる方が多いからです。

40代 女性 宜野湾市 年配者には必要かと思います。

40代 女性 糸満市 年齢層の高い方との関わりのとき相手が方言使いだと、親近感が湧くので、多少はコミュニケーションで使う

40代 女性 那覇市 廃れてしまうのは、もったいない。

40代 女性 浦添市 標準語にはない感情がつたわる

40代 女性 那覇市 標準語より方言で覚えている物があるため

40代 女性 那覇市
普段の生活で必要かどうかの質問の意味が、分からない。日常で使っているが普通なので、必要とかじゃなくてある意味そ
れが自然だし、必要とか考える事ではないと思う。

40代 女性 国頭村 普段は普通でいいと思う

40代 女性 与那原町 普段使わない限り、生活の中から消えていく。後世に伝えられない。

40代 女性 宜野湾市 文化の保存

40代 女性 那覇市 方言じゃないと伝わらない言い回しがあるので

40代 女性 石垣市 未来に残したいから

40代 女性 那覇市 歴史や風習は残した方が良いと思うからです。

40代 女性 八重瀬町 連帯感が高まりそうなので

50代 男性 那覇市 「しまくとぅば」でしか表現できない言葉もある。

50代 男性 名護市 アイデンティティ

50代 男性 浦添市 ある程度必要だから

50代 男性 那覇市 いい文化は残したほうがい

50代 男性 宜野湾市 ウチナーンチュの魂、しまくとぅばは琉球語国の言葉。大和民族とは違う

50代 男性 豊見城市 沖縄県人として「しまくとぅば」「指笛」「三味線」は象徴として必要と思う

50代 男性 那覇市 オフィシャルでない限りは、使い慣れた答えた言葉を使いたい。

50代 男性 糸満市 お年寄り相手だと必要な言葉だから

50代 男性 宜野湾市 介護の仕事をしていてお年寄りに言葉を返す際、理解が深まる。自分の気持ちをより相手に伝えられる

50代 男性 恩納村 近所の方々で「しまくとぅば」を使う元気な老人がいるから

50代 男性 南風原町 子どもたちにも受け継いでほしいから

50代 男性 石垣市 子供達に伝えなければいけない

50代 男性 宜野湾市 コミニケーションに必要

50代 男性 糸満市 ご年配の方と少し話す時とかに必要。沖縄の大切な言葉だから

50代 男性 読谷村 しまくとぅば継承の為

50代 男性 本部町 しまくとぅばしか使えない人もいるから

50代 男性 沖縄市 地方文化の継承

50代 男性 南風原町 伝統沖縄人としての誇り

50代 男性 宮古島市 年寄りのコミュニケーションと方言の保存

50代 男性 北中城村 ニュアンスが伝わりやすい

50代 男性 宜野湾市 年輩と話す時

50代 男性 宜野湾市 沖縄カルチャーだから絶えさせてはいけない

50代 男性 浦添市 会話がはずむ

50代 男性 うるま市 感情が伝わる場合がある

50代 男性 那覇市 関西人が使うように、もっと使ってよいと思う。

50代 男性 南大東村 共通語だと表現できないこともあるから

50代 男性 沖縄市 共同体意識が持てる。

50代 男性 浦添市 郷土の文化継承のため

50代 男性 宜野湾市 言語文化は残すべき。

50代 男性 那覇市 言葉は使わないと廃れるから

50代 男性 糸満市 言葉は大事。

50代 男性 那覇市
古くからある沖縄のしまくとぅばを、その時代を生きる我々は、代々受け継いできたしまくとぅばを未来の子供たちに伝えない
といけない。

50代 男性 名護市 固有の文化。

50代 男性 宜野湾市 後期高齢者の中には意識して方言を使う人もいる
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50代 男性 浦添市 後世に残す為。

50代 男性 本部町 語り継いで行くため。

50代 男性 沖縄市 高齢者との関わりを大切にしたいから

50代 男性 那覇市 細かいニュアンスが伝わる

50代 男性 那覇市 仕事でお年寄りが多い為

50代 男性 嘉手納町 子供達に 聞かせて 覚えてほしいから

50代 男性 豊見城市 子孫に残すべき言葉だから

50代 男性 那覇市 子孫への文化の継承

50代 男性 読谷村 思っていることを伝えやすい

50代 男性 今帰仁村 次世代に残さないといけない

50代 男性 糸満市 次世代への継承のため

50代 男性 読谷村 自分の感情を表現しやすい

50代 男性 宮古島市 若い世代に継承するため

50代 男性 浦添市 潤滑油

50代 男性 うるま市 親しい関係を築くためには有効だと思う

50代 男性 糸満市 親しみやすさが必要なため

50代 男性 浦添市 人とすぐ仲良くなれるから

50代 男性 北谷町 昔ながらの言葉だから。

50代 男性 名護市 絶やさないために必要とは思う。

50代 男性 那覇市 相手がその方が親近感を感じる場合はその方が良いと思う。

50代 男性 うるま市 相手によって、しまくとぅばがいいときがある。

50代 男性 嘉手納町 地域のコミュニケーションツールとして、ある程度必要だと思います。

50代 男性 宜野湾市 地域性があるから連帯感が生まれる

50代 男性 那覇市 地域性を残したい

50代 男性 那覇市 島言葉は沖縄の伝統であり、祖先から代々伝わってきたものを捨てる事に抵抗感がある。

50代 男性 南城市 日常的に使わないと普段使わないようになるから

50代 男性 浦添市 年寄りには必要

50代 男性 那覇市
年配の人とコミュニケーションをとるのは、高齢化社会に於いて必要なので、しまくとぅばは必須のスキルになってくると思う
から。

50代 男性 浦添市 年配の人もつかうし子供たちにはつかってほしい

50代 男性 那覇市 年配の方に話しかけると親しみをもって接してくれると思うから。

50代 男性 北谷町
必要だと思います。とくに年配の方に対するコミュニケーションには必須だと思う、うちなーグチしかしゃべれない年配が多い
から

50代 男性 豊見城市 必要な時もあるので。

50代 男性 那覇市 標準語にはないニュアンス

50代 男性 那覇市 表現しやすい言葉がある。

50代 男性 那覇市 普段の生活の中で話さないと、やがては無くなってしまう気がします。

50代 男性 那覇市 文化・伝統は守っていってほしい

50代 男性 八重瀬町 聞いていて、楽しい

50代 男性 沖縄市 方言は、語り継ぐものだと思うので。

50代 男性 那覇市 方言を話せる人が少なくなっているから

50代 男性 豊見城市 歴史と伝統

50代 男性 那覇市 歴史をつなぐため。

50代 男性 那覇市 和むから

50代 女性 北谷町 沖縄だけの大事な言葉なので、必要だと思うし、なくしてはダメだと思う

50代 女性 沖縄市 沖縄で生まれた子供達に沖縄の言葉を受け継いでほしい

50代 女性 本部町 沖縄に住んでいるのだから地元の言葉は大切だと思う。祖先を敬う県民なので祖先が残したものはみな大切だと思う

50代 女性 うるま市 沖縄らしさを失わないように

50代 女性 宮古島市 おじいおばあ世代はしまくとぅばしかわからない方もいるから

50代 女性 沖縄市 お年寄りと親しみを持って話ができる。

50代 女性 豊見城市 お年寄りとの会話に使う事、また日本語にはない微妙な表現がしまくとぅばでないと表せない事があるため

50代 女性 那覇市 お年寄りには使いたいです。私が喋れればの話ですが、、、

50代 女性 北中城村 お年寄りには親近感を持ってもらえる

50代 女性 宜野湾市 言語=文化、歴史、アイデンティティだから

50代 女性 北谷町 後世に残していく必要がある

50代 女性 豊見城市 コミュニケーションをとるために

50代 女性 八重瀬町 今後子供達が成長した時に孫の世代まで話せる方が良いと思うので必要かと思う

50代 女性 糸満市 ご近所さんとのお付き合いがスムーズにできそうだから。

50代 女性 宜野湾市 親しみを込めるためには必要

50代 女性 金武町 しまくとぅばは、文化だと思うので、大事にしたいと思う。

50代 女性 うるま市 しまくとぅばは沖縄の（あるいはその地域々の）大切な文化なので、普段の生活の中でもある程度必要だと思います。

50代 女性 うるま市 しまくとぅばは微妙な感覚があるからやっぱり必要

50代 女性 沖縄市 その島ならではの歴史というか風土が消えてしまうようなものだと思うから

50代 女性 沖縄市 祖父母(明治生まれ)がいる頃使われていたしまくとぅばは柔らかく感じ相手を想いやるような、場が和む感じがした

50代 女性 うるま市 祖父母はしまくとぅばをよく使うのである程度意味を分かっていないとだめですね

50代 女性 石垣市 伝統的な事柄と伝えようとするとどうしても必要である

50代 女性 うるま市 どこの地域でも方言は必要だと思う

50代 女性 西原町 なかなか出来ていないが、大事に残しておきたいものだと思っている

50代 女性 沖縄市 普段から使っているし自然と出てくる

50代 女性 糸満市 普段の生活の中である程度使わないと話せるようにならないと思う。

50代 女性 宜野座村 目上の方は共通語よりしまくとぅばの方が親しみやすいから

50代 女性 与那原町 安心できます

50代 女性 那覇市 以前、本屋にてお年寄りが店員に話しかけていたのですが、方言がわからず、一言も答えられなくて困惑していたから
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50代 女性 那覇市 意味の解る言葉はみんなで使えば良いと思うから

50代 女性 那覇市 円滑なコミュニケーション

50代 女性 沖縄市 沖縄の言葉なので、消してはいけないと思う

50代 女性 八重瀬町 沖縄の伝統、歴史において大切だと思うから。

50代 女性 名護市 沖縄の文化として使わないとわかる人が減るので継承をする意味では必要と思う。

50代 女性 那覇市 沖縄の文化を次の世代にも引き継ぎたい

50代 女性 那覇市 沖縄以外でも地方はそれぞれ方言がある。それがなくなってしまうと地方らしさがなくなってしまう。

50代 女性 那覇市 季節ごとの沖縄の風習で出てくるが自分はわからないので恥ずかしいから

50代 女性 うるま市 言葉自体はなくさない方がいい

50代 女性 那覇市 故郷のものだから

50代 女性 那覇市 後世に残す為に。

50代 女性 南城市
高齢者の方々のなかには、共通語では理解できない方も居るため。また、方言独特の表現がピッタリで共通語には訳せない
こともあるから

50代 女性 那覇市 三世代で同居するのが少ない昨今、年寄との会話も無く、しまくとぅばを理解出来る若い人がいない為、必要だと思う。

50代 女性 うるま市 仕事の都合上ある程度必要

50代 女性 うるま市 仕事場でお年寄りとの交流があるのである程度知っておくと喜ばれる時もある

50代 女性 うるま市 使わないと忘れるので使う方が良いから

50代 女性 沖縄市 子供に聞かせたい。

50代 女性 石垣市 子供達にも使ってほしいし、使う人が居なくなったら しまくとぅばが消えてしまうかもしれないから

50代 女性 糸満市 私の子供達や孫達にも伝えられたら良いと思います

50代 女性 宮古島市 次世代に残すのも大事

50代 女性 八重瀬町 周りが明るくなる

50代 女性 与那原町 多少は使えるほうが次の世代に伝えられるので

50代 女性 豊見城市 大切な言葉を忘れないため

50代 女性 糸満市 大切に継承した方がよいと思う

50代 女性 読谷村 誰かが話し続けないと消えてしまうものだから。

50代 女性 うるま市 地域のお年寄りや年配の親戚と話す時。

50代 女性 うるま市 地元の言葉は大切だと思う

50代 女性 西原町 地元の方言は忘れない方がいい

50代 女性 那覇市 伝統を守っていくことはある程度は必要

50代 女性 浦添市 伝統文化を引き継ぐ為

50代 女性 西原町 島の言葉が必要ないわけではないが、多分意識しないと話す場面は少ないような

50代 女性 豊見城市 島の伝統だと思う

50代 女性 豊見城市 島言葉で話す人の相手をするとき

50代 女性 豊見城市 独特の表現があるので文化として残した方が良い

50代 女性 浦添市 年寄りには使った方がいい

50代 女性 浦添市 年配の人と話せるから

50代 女性 宜野湾市 年配者には伝わりやすい

50代 女性 うるま市 年老いた父母が、しまくとぅばを使うため。楽しくかいわがしたい。

50代 女性 南城市 標準語では表せない微妙なニュアンスが言えるから。

50代 女性 石垣市 文化として残していくのはいいと思う

50代 女性 南城市 文化なので継承は必要

50代 女性 今帰仁村 方言しかわからないお年寄りがいる

50代 女性 那覇市 方言の 挨拶ぐらいは 使える方がいい

50代 女性 那覇市 方言はその地方の大切な文化なので，友人同士や家族などで使っていくのは大切なことだと思う。

50代 女性 那覇市 方言も忘れられるのかなと今の時代少し寂しいです

60代 男性 今帰仁村 「しまくとぅば」をわからない人たちが多いので相手の立場になって考えてあげる必要はあります。

60代 男性 宮古島市
・島の自然や環境にたいしても共存して生活していく上で島言葉の意味や諺など含めて伝えていくことが必要だと強く思いま
す。

60代 男性 沖縄市 ６０才位以上からだとある程度通ずる

60代 男性 八重瀬町 沖縄独特の言語、本島、離島、誇りにして残して欲しい

60代 男性 那覇市 おじ～、おば～とのコミニュケーションを取るためには、しまくとぅばの方が伝わりやすい場合があるから

60代 男性 糸満市 お年寄りとの会話で必要だと思う

60代 男性 糸満市 県の特色は必要であるため

60代 男性 南風原町 県民としてずっと残していきたい言葉だから

60代 男性 うるま市 高齢化社会なので

60代 男性 うるま市 高齢者には方言で話した方がよく通じる。方言でしか伝わらないニュアンスや気持ちがある

60代 男性 石垣市 言葉の遊び

60代 男性 沖縄市 子供達にも少しは理解してもらいたい

60代 男性 恩納村 子供達へしまくとぅばをつたえたい。

60代 男性 八重瀬町 コミュニケーションがとれる

60代 男性 那覇市 ご年配の方に対して敬語の島くとぅばは絶対に必要。

60代 男性 うるま市 自分の島言葉を大切に残したいから

60代 男性 糸満市 しまくとぅばを大事にしてほしい。

60代 男性 石垣市 島の共通語

60代 男性 石垣市 周囲に結構島言葉を使う人が多いから

60代 男性 うるま市 生活の中で使わないと若者がまったくしまくとぅばを話せなくなる

60代 男性 うるま市 プライベートでは通じやすい

60代 男性 金武町 若者との意思疎通がとれる

60代 男性 宜野湾市 話題の中が広がれば良いと思います。

60代 男性 那覇市 沖縄の文化だと思う

60代 男性 南風原町 感情が伝わる

60代 男性 石垣市 言葉の文化を残す。

60代 男性 那覇市 互いに楽しい

60代 男性 浦添市 最低限は残していきたいので
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60代 男性 うるま市 地域によって話し方ニュアンスが違うので。

60代 男性 恩納村 地域性

60代 男性 那覇市 地元の言葉は生活の場で尊重するべきと思う

60代 男性 那覇市 島くとぅばでしか話せない人とは、それで良いと思う

60代 男性 那覇市 島の言葉をなくさない

60代 男性 南風原町 日常生活で使っているので

60代 男性 那覇市 年寄りと話す場合はある程度必要

60代 男性 那覇市 標準語で表せない表現がある

60代 男性 宜野湾市 文化の継承

60代 男性 名護市 文化の言葉として後世に残して行かなければならない。

60代 男性 那覇市 聞いてもまだわからないが、伝統であるから。

60代 男性 那覇市 方言消滅阻止

60代 男性 那覇市 忘れてしまわないよう

60代 女性 石垣市 「しまくとぅば」大切にしたいので

60代 女性 与那原町 TV等の影響で衰退する一方なので、保存してほしい

60代 女性 北谷町 愛嬌があって周りが楽しくなる

60代 女性 石垣市 ある程度わかってほしい。

60代 女性 久米島町 おじいちゃん、おばあちゃん、子供、孫の会話でしまくとぅばでお話出来るとすてきですね

60代 女性 南城市 同じ言葉でもほのぼのとする

60代 女性 沖縄市 親子間でも通じない時があるが、教えたいです。

60代 女性 読谷村 感情の表現でニュアンスが共通語だと違和感を持つ時がある

60代 女性 うるま市 共通語では表現できないおもしろい所とか、成程うまく言葉を使っているなというところがある

60代 女性 宮古島市 郷土の言葉は受け継いでいく方が良いと思うが、しかしながらそれは自分とはかけはなれている

60代 女性 豊見城市 高齢者の方と話しやすい 親しみがもてる

60代 女性 うるま市 高齢者や同郷の知人とのコミュニケーション

60代 女性 伊江村 コミニュケーションのため

60代 女性 うるま市 しまくとぅばが使われなくなるのは寂しいと感じる

60代 女性 那覇市 しまくとぅばで、感情を伝える方がいることや文化の一部として残して行きたいので。

60代 女性 那覇市
しまくとぅばの意味が 内容を進めて行くうち理解できたこの話し方はこの話し方を非常に有用と思われる方に すごく大切
必要

60代 女性 南風原町 しまくとぅばも大事にしたいし、使わないと忘れてしまうから

60代 女性 那覇市 しまくとぅばを伝えていかないと沖縄の言葉が消滅してしまうから。

60代 女性 うるま市 少しでも使わないと、全く使えなくなると思う。

60代 女性 本部町 生活の中で使うことでなじみ覚えていくと思うので習慣化していければ自信にもつながると思います。

60代 女性 糸満市 祖父母の話してきた言葉を自然に繋いでいきたいと思います。祖父母の方言で話す言葉がとてもなめらかでいいと思う。

60代 女性 糸満市 文化保全

60代 女性 宜野湾市 孫が方言教えてと言ってくるのであいさつとか普段よく使う方言を教えたりします。※英語よりむつかしいと言われます(笑)

60代 女性 八重瀬町 身近で聞いて理解していくのでは

60代 女性 沖縄市 やっぱり生まれ育った地域の方言を絶やしてはいけないと思う

60代 女性 八重瀬町 歴史として知ってほしい(日本古語みたいに）

60代 女性 宮古島市 老人には未だ必要だし、しまくとぅばで話せば会話になる

60代 女性 北谷町 沖縄の大切な文化なので無くしては駄目だと思うから

60代 女性 那覇市 感情が良く表されるし、使い続けた方がいいと思う。

60代 女性 うるま市 言語として遺していきたいと思うので、少しずつでも子供たちに、耳馴れて理解してもらいたいと思う

60代 女性 宜野湾市 言葉が全く消えるの早くない

60代 女性 沖縄市 使っている人に対して親しみがわきコミュニケーションがスムーズにいく。

60代 女性 糸満市 子供たちに受け継いでもらいたい

60代 女性 那覇市 親しみ

60代 女性 北谷町 衰退させない為

60代 女性 豊見城市 代々、子供達にも、受け継いでほしい

60代 女性 与那原町 歴史、文化があるから。

70代以上 男性 今帰仁村 愛嬌が合って親しみがわき昔の生活が思い出せて懐かしい

70代以上 男性 うるま市 沖縄独特の言語だから

70代以上 男性 うるま市 沖縄または琉球人としての自覚が必要と思うなら普及は必要だが、現状の教育環境では疑問

70代以上 男性 南城市
県外でも地元の方は地元の方言を使っている。方言も各地の文化と思います。風情があります。歴史を感じます。各地の民
謡を参考にするとよく分かります。

70代以上 男性 宜野湾市 心がなごむ

70代以上 男性 豊見城市 コミュニケーションに有効。

70代以上 男性 北中城村 自分たちの周りで実際に使われている。年配者とのコミュニケーションがより深まる。

70代以上 男性 恩納村 文化の継承の意味で

70代以上 男性 沖縄市 方言を残したいから

70代以上 男性 糸満市 孫達にしまくとぅばが通じないかだ

70代以上 男性 読谷村 周りの人や友達と話すときはしまくとぅばで会話しているから

70代以上 男性 宜野湾市 昔の思い出が湧き出る。

70代以上 男性 那覇市 相手とコミュニケーションを取るため

70代以上 男性 宜野湾市 相手に親近感がわく

70代以上 男性 北谷町 大切にしたい言葉

70代以上 男性 那覇市 伝統文化だから。

70代以上 男性 宮古島市 年寄りとのコミニケションで大事だと思います。

70代以上 男性 南風原町 年配の人がよく使う

70代以上 男性 うるま市 普段の生活に是非必要だ

70代以上 男性 那覇市 文化伝統だから。

70代以上 女性 北谷町 相手によってはスムーズに会話がはずみ親しさが増す

70代以上 女性 南風原町 親しみ、やさしさの言葉は大切にされたことを感じ取れるから、厳しい言葉はニュアンスがわからないと怖い

70代以上 女性 うるま市 親しみを感じる

70代以上 女性 石垣市 親しみを感じると思うのとやはり文化を守りたいという気持ち

70代以上 女性 南城市 自分より年上の方と話すとき。

70代以上 女性 石垣市 島唄にあるような教訓が数多くしまくとぅばで残っています。子供のしつけにも役立っていると思います。
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70代以上 女性 うるま市 しまくとぅばの方がよりわかりやすい時がある。

70代以上 女性 北中城村 しまくとぅばをなくしてほしくない

70代以上 女性 沖縄市 しまくとぅばを残したい

70代以上 女性 宜野湾市 島言葉(しまくとぅば)で表現(さわやか、身近さ等)歴史を知る。

70代以上 女性 沖縄市 先輩の方と話す機会があれば礼儀として自分は使っていきたい

70代以上 女性 北中城村 祖父母の代の様子を伝える時等は、しまくとぅばの表現がしっくりくる感じがする

70代以上 女性 宮古島市 地域ならではの表現に心を感じる

70代以上 女性 久米島町 知人、友人とある程度で島言葉での会話が親しみ感あっていいかなと思います。

70代以上 女性 沖縄市 無くしたら淋しい気がする。落ち着ける。人間同士が深い繋がりが持てる。

70代以上 女性 うるま市 子どもたちに、残してあげたい。言葉の宝だと思います

70代以上 女性 那覇市 子供や、孫にも理解してほしい。

70代以上 女性 那覇市
伝統をなくしたくないのと標準語より適切な表現をしている言葉もあるし教訓的な教えの入った言葉も多いから。最近の若者
言葉の乱れやいい加減さを見ると島くとぅばを使う方が良いと思う。

70代以上 女性 竹富町 普段の生活の場出こそ使うべきもの。
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10代 男性 石垣市 親の世代が小中校の教育で全く「しまくとぅば」の教育が無かった世代なので家庭でもほとんど使用しない出来ない

10代 男性 名護市 使う場面がわからない

10代 男性 宜野湾市 周りも共通語でしか話さないし、日本の旅行者が来たときにしまくとぅばで話されてもわからないだろうから

10代 女性 豊見城市 あまり使わないから

10代 女性 名護市 よく分からないから

10代 女性 うるま市 使うメリットが思い浮かばないから

20代 男性 沖縄市 使っていないから

20代 男性 うるま市 共通語で事足りるから

20代 男性 宮古島市 言葉の意味がわからないため、必要性の判断がつかない

20代 男性 浦添市 使う機会が無いから。

20代 男性 那覇市 使わなくても不便なし

20代 男性 那覇市 周りで使ってる人があまりいないため

20代 男性 北中城村
大体意味は通じるが、今の時代県外の人と接触する機会の多い子どもたちにカルチャーショックを与えてしまう可能性があ
る。ある程度違いを理解し、TPOそのものをわきまえられるくらいの段階でないと厳しいイメージ

20代 男性 読谷村 伝わらない

20代 男性 沖縄市 普通に生活はできる

20代 女性 豊見城市 標準語でものたりている

20代 女性 宮古島市 方言を使う人(方言で話さないといけない人)が居ないから

20代 女性 読谷村 理解しやすい言葉で話した方が良いと思うから

20代 女性 那覇市 わからないから

20代 女性 糸満市 わからない人が多いから

20代 女性 宜野湾市 意味が伝わればいいから

20代 女性 那覇市 家族とも基本的に標準語で会話しているので、必要ないと思った。でも、ある程度のしまとぅばは残していった方がいい。

20代 女性 豊見城市 共通語の方がつかいやすいからです。

20代 女性 読谷村 現状困っていないから

20代 女性 浦添市 個人的には使うシーンが無い。

20代 女性 沖縄市 高齢の方と話す時以外あまりしまくとぅばを聞かないから。

20代 女性 中城村 今も使わないから

20代 女性 うるま市 使い慣れないから

20代 女性 うるま市 使うシーンがないから

20代 女性 南風原町 使う機会があまりないし、使わなくても標準語でなんとかなると思うから。

20代 女性 豊見城市 日常生活で使う機会が少ないから

20代 女性 那覇市 標準語で十分

20代 女性 那覇市 普段で周りに使う方がいないのであまり必要ないかなと思ったから。

20代 女性 那覇市 分からないこともある

20代 女性 那覇市 方言しか伝わらない状況にあった事がないから

30代 男性 東村 共通語のみで十分やっていける。

30代 男性 那覇市 コミュニケーションツールとしての必要性が感じられない

30代 男性 糸満市 支障がないので

30代 男性 浦添市 なくてもこまらない

30代 男性 うるま市 文化という側面はあるものの、土着化しており、本来の言葉ではなく、すてた変質しているのではないかと思う

30代 男性 豊見城市 ほとんど使っていないため

30代 男性 沖縄市 周りも方言を全く使わない

30代 男性 糸満市 何言ってるかわからない

30代 男性 嘉手納町 現状、話せなくても不便なことはないから

30代 男性 浦添市 言葉は伝えるツールのため、方言を使う優位性が無い

30代 男性 那覇市 今までの生活で使っていないので、どちらかと言えば必要ではない

30代 男性 沖縄市 根付いている言葉を普段の生活の中で理解するため

30代 男性 北谷町 使う機会があまり無い為。

30代 男性 那覇市 使わなくても生活できるから

30代 男性 沖縄市 使用頻度がほとんどないから

30代 男性 沖縄市 実際に使う機会がないため

30代 男性 名護市 絶対必要というわけではないと思うため

30代 男性 うるま市 地域によって異なる為

30代 男性 宮古島市 無くても特に困らない

30代 女性 宜野湾市 かなしいことに話せない人が増えてきているから。

30代 女性 糸満市 しまくとぅばは文化財だと思うので生活空間とは別世界と思う

30代 女性 浦添市 しまくとぅばを使わなくても生活に不便がないので必要不可欠ではないから

30代 女性 中城村 たくさんの県外の人が沖縄に住んでいるから

30代 女性 久米島町 なくても会話には困らないから。

30代 女性 浦添市 使わない人が多いから。

30代 女性 名護市 使わなくても生活できる環境がととのってしまっているから。

30代 女性 那覇市 私にとってはあまり身近ではないから。

30代 女性 那覇市 私は使えないから

30代 女性 うるま市 住んでいる地域にもよるが、今は生まれ育った地元ではないため不要。

30代 女性 浦添市
住んでいる地域や周りの人々にもよるとは思うが、生活してる中で島の言葉を使っている人がほぼ居ないので、日常には必
要とは感じていない。

30代 女性 うるま市 生活する分には話せなくても支障はない

30代 女性 浦添市 普段必要な場面は無い

30代 女性 浦添市 分からない人もいるから

30代 女性 沖縄市 別に困らないから

30代 女性 那覇市 方言を分かる人がいない

30代 女性 石垣市 本州では使われないから。

30代 女性 浦添市 無くても困らない

30代 女性 金武町 乱暴だから

30代 女性 うるま市 歴史や伝統の意味では必要かもしれないが、日常で困ったこともないし、特に必要になったことがない

30代 女性 八重瀬町 話が通じなくて困ることがまれにある。

40代 男性 沖縄市 あんな乱暴な言葉はなくなった方が良い

40代 男性 金武町 話の内容が伝わればしまくとぅばにこだわらなくてもいいから
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40代 男性 南風原町 標準語での会話が主だから

40代 男性 中城村 嫁はないちゃーで子供達はしまくとぅばがわからない為

40代 男性 宜野湾市 家族や親しい友人達となら会話の中で使うが、仕事(職場)では全く使わない。

40代 男性 南風原町 会話が進まなさそう

40代 男性 名護市 回りの方があまり使わない為

40代 男性 宮古島市 共通語で十分だと思う

40代 男性 糸満市 言語は自然に変化していくものだから

40代 男性 那覇市 今でも使用していないので

40代 男性 那覇市 使う機会がない

40代 男性 宜野湾市 品がない

40代 男性 豊見城市 普段、使う機会がないから

40代 男性 那覇市 聞ける解釈出来る人が少ない

40代 男性 うるま市 無くても会話は成立する

40代 男性 沖縄市 理解する人が減ったため

40代 男性 那覇市 話せる人、理解できる人が少ないから。

40代 女性 沖縄市 家・職場で使わないから

40代 女性 うるま市 いつまでも残っていてほしい気持ちはあるが、自分は必要ではない

40代 女性 北谷町 汚い言葉が目立つから

40代 女性 沖縄市 義務教育中の子供へ正しい日本語を使いたい

40代 女性 那覇市 ケースバイケースかと考える

40代 女性 宜野湾市 コミュニケーションの一つとしてあってもいいと思うが、必要とまでは言えない

40代 女性 宜野湾市 義母(80代)も使わないので、普段の生活で聞くことがない。

40代 女性 南風原町 共通語ではないため

40代 女性 与那原町 共通語で間に合っている

40代 女性 那覇市 現在必要と感じたことはないし、困ったこともない。

40代 女性 本部町 言葉は変化する

40代 女性 那覇市 今までもそんなに使ってないから

40代 女性 那覇市 今まで使用しなくてもこなしてきたから

40代 女性 那覇市 今使ってないし、不便だとも思わないから

40代 女性 中城村 困ったことはない。ただ、高齢者と接するときには話せると良い。

40代 女性 うるま市 最近はあまり馴染みがないと思うから。

40代 女性 沖縄市 使うことに慣れてないから

40代 女性 豊見城市 使う機会がない

40代 女性 うるま市 使う人が少ないため。

40代 女性 那覇市 使う必要がないから

40代 女性 宜野湾市 使わずに生活出来るから。

40代 女性 那覇市 私自身はあまり必要性を感じていないので

40代 女性 中城村 自分にとってはあまり必要性を感じない。

40代 女性 浦添市 自分の生活環境ではほぼ使わないから

40代 女性 那覇市 自分は使わないから

40代 女性 那覇市 正しい言葉が分らないから

40代 女性 沖縄市 正しい使い方はあまりしらないので、子どもたちにあやまった方言を伝えたくないから

40代 女性 石垣市 生活する上では、無くても困らないので。

40代 女性 名護市 必要性を感じていないから

40代 女性 那覇市 標準語が話せれば良い。

40代 女性 南城市 標準語を理解できる人ばかりだから

40代 女性 沖縄市 不自由しない

40代 女性 那覇市 普段の生活では標準語で十分だと思う。

40代 女性 浦添市 普段方言を話さない

40代 女性 粟国村 分からない人がいる

40代 女性 豊見城市 文化が大事なのはわかるが、言葉はどの地域でも時代で変化するもので無理やり使わせるものではないと思う。

40代 女性 宜野湾市 理解出来ない場合があるから

50代 男性 今帰仁村 自分は話さないので

50代 男性 沖縄市 しまくとぅばで、なくてもつうじるからです。

50代 男性 那覇市 しまくとぅばを使わなくても十分生活できるから

50代 男性 名護市 仕事では使えない

50代 男性 豊見城市 使う機会がない

50代 男性 糸満市 使わなくても意思疎通ができるから

50代 男性 那覇市 私にとって必要ではなかった

50代 男性 北中城村 時代に合わない

50代 男性 本部町 自分にはわかっていないので、、。

50代 男性 うるま市 自分の周りではあまり使ってる人がいないのと、ガラの悪い言葉が多いのでいい印象が無い。

50代 男性 豊見城市 若い人には通じないと思う

50代 男性 那覇市 若者はわからない

50代 男性 那覇市 周りがあまり使っていないから

50代 男性 那覇市 世代が変わっていくため、必要とされなくなっていくと思う

50代 男性 国頭村 世代間（高齢者との会話）では必要になるときがある。

50代 男性 宮古島市 全員が理解しているかどうかわからないから

50代 男性 那覇市 相手がわからないから

50代 男性 与那原町 日常のなかでは標準語じゃないと伝わらない世代が多い

50代 男性 国頭村 年寄りが周りにいない

50代 男性 那覇市 必要性を感じない

50代 男性 那覇市 標準語であれば誰でも理解出来るので、特に必要性を感じない。

50代 男性 西原町 不便ではない

50代 男性 宜野湾市 普段、生活していて しまくとぅば使う機会が無い為

50代 男性 北谷町 普段の生活では実際に無くても困らないが、たまに聞くとほほえましいので。

50代 男性 石垣市 普段は必要はないから

50代 男性 那覇市 普段使わないので使わなくても支障はない。

50代 男性 沖縄市 文化を残すという意味では必要だが無くても生活には問題はない

50代 男性 石垣市 文化継承の場面ならよい。
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50代 男性 西原町 話す機会がない

50代 男性 北谷町 話せる人が少ないから

50代 女性 うるま市 今現在使っていないので必要性は感じない。

50代 女性 沖縄市 共通顔が主流になってしまい、私自身もほぼ共通語になっている。

50代 女性 宜野湾市 こだわる必要はないと思う

50代 女性 石垣市 こちらではあまり使わないから

50代 女性 豊見城市 しまくとぅばをしっている人が少ない

50代 女性 うるま市 十分に理解していない言葉は使う必要はない。

50代 女性 八重瀬町 すべての方に均一に説明したい時には不便になる

50代 女性 豊見城市 生活の中で話をしないから

50代 女性 西原町 ちゃんとした言葉を教わってからでないと間違ったままおぼえてしまいそうだから。

50代 女性 石垣市
方言の大切さはわかるが共通語で意思疎通できるのにあえて方言に変換してややこしくする事はないと考える 行事等に使
えれば良い

50代 女性 那覇市 まわりで使っている人はいないので

50代 女性 沖縄市 まわりにお年寄りがいないため

50代 女性 沖縄市 共通語での会話力や文章力がつかなくなる。

50代 女性 那覇市 共通語を使うべき

50代 女性 那覇市 県外から来た人にはわからないから沖縄で生まれ育った人には教えるべきだと思う

50代 女性 宜野湾市 諺を使う時には必要ですが、普段から使ってないので。

50代 女性 浦添市 今現在使う人が少ない

50代 女性 恩納村
残して欲しいとは思うが、前記にもある通りに話せる人がまず居ないので、現状で必要かと問われるとそんなに必要性を感
じる場面は残念ながら無いと感じる。

50代 女性 那覇市 残念ながら、共通語で事足りると思う。が、必要、不要ということではなく、意識して使い残していきたい言語だと思う。

50代 女性 名護市 使う機会が無いから

50代 女性 北中城村 子供達にはちゃんとした日本語を学ぶ必要があるが方言も残したい

50代 女性 読谷村 自分が、あまりわからないから

50代 女性 那覇市 自分の両親も兄妹も使わないから。

50代 女性 宜野湾市 実際、自分の配偶者が本土出身なので、殆んど話さないから。

50代 女性 八重瀬町 若者が理解できないから

50代 女性 糸満市 周りがつかわないから

50代 女性 うるま市 単に必要性を感じない。

50代 女性 沖縄市 地域によってニュアンスの違いなどがあるから

50代 女性 うるま市 特に使わないので

50代 女性 那覇市 内地出身なので

50代 女性 読谷村
年配の方が喋る丁寧なしまくとぅばならいいが、若い人の普段使う方言はがらが悪く、下品なイメージがあるので、不快。昔
なら叱られた言い回しを多発するラジオのパーソナリティもいるので、それが当たり前になっていくのが残念。そういうのが増
えそうだから気がすすまない。

50代 女性 豊見城市 必要性あまりないから

50代 女性 今帰仁村 必要不必要と判断する理由がないから

50代 女性 那覇市 標準語でなれているから使う機会が無い

50代 女性 那覇市 方言がわからないし、話せる人がいない。

50代 女性 沖縄市 目上の方やあまり知らない人には馴れ馴れしいと思うから

50代 女性 沖縄市 理解できないから

60代 男性 那覇市 「しまくとぅば」で会話できる人は少ない（老人くらいしかいない）

60代 男性 うるま市 相手に通用するには共通語だと思う。

60代 男性 国頭村 子供達がわからない

60代 男性 久米島町 島外の人が増えた

60代 男性 宜野湾市 しまくとばを話す人が少ないため

60代 男性 読谷村 なんとなく

60代 男性 沖縄市 日常的に使う相手がおらず、無理して使うのは不自然です。

60代 男性 南城市 不自由を感じたことがない。

60代 男性 沖縄市 もう若い人は、無理だと思うから

60代 男性 北中城村 理解している人が少ないから

60代 男性 国頭村 意思疎通が難しい

60代 男性 石垣市 意識して使うことはない

60代 男性 糸満市 意味がわからないので

60代 男性 那覇市 家族の中にお年寄りが居無いから、使う必要がない又使えないから。

60代 男性 那覇市 会話が成り立たない

60代 男性 南風原町 会話が乱暴になる

60代 男性 浦添市 共通語が普通だから

60代 男性 本部町 共通語で通用するので。

60代 男性 浦添市 県外出身のため必要性は、感じません。

60代 男性 読谷村 使いたい時に使う必要性で使うのでは無く

60代 男性 読谷村 使う機会がないので

60代 男性 読谷村 芝居や古典芸能で使うのが良い

60代 男性 那覇市 若い世代で話せる人が少ないから

60代 男性 宜野湾市 周りも使わないことが多い

60代 男性 八重瀬町 周囲であまり聞かない。

60代 男性 北谷町 親しい人には面白がって使う

60代 男性 那覇市 身近に使う人がいない。

60代 男性 糸満市 正確な敬語の使い方が、難しい。

60代 男性 八重瀬町 接する機会が少ないから

60代 男性 糸満市 知らない

60代 男性 那覇市 島々によって、しまくとぅばを使えば、他地域の来訪者に疎外感を与えるので使うべきではない

60代 男性 那覇市 必要ない

60代 男性 豊見城市 標準語で十分だから

60代 男性 本部町 不自由は感じない

60代 男性 那覇市 普段の会話言葉で二つの言葉は必要ないか。(自問自答）

60代 男性 宜野湾市 方言の敬語が、難しく、正しく使えないと必要性が、少ないと思う。
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60代 男性 中城村
問９と回答は近いが 島くとゅぱを知り尽くしていないというか、方言での対等な会話では成り立つてはいると感じる、改めて
「いーうわーちちやいびーん」とか「はまてぃきみそーりよー」ってつかいきれないじゃないかなとおもう。

60代 男性 石垣市 幼なじみでの会話には良いと思うがわからない人には疎遠されると思う。

60代 男性 宜野湾市 理解できれば良いけど。

60代 女性 豊見城市
「人は言葉で思考する！」現在のグローバル化した世の中において、教育も社会活動もひろく多くの人が理解できる言語に
よってなされているわけで、したがってあえてしまくとぅばを「教える」ことに意味を見いだせない。

60代 女性 沖縄市 今、何と言ったとか、きかれたらめんどう

60代 女性 本部町 今はお年寄りでも子供達と話す時は方言を使わない

60代 女性 糸満市 共通言語があるから

60代 女性 うるま市 現在の生活の中では使う機会がない。

60代 女性 沖縄市 子供たちが知らないから。

60代 女性 沖縄市 コミュニケーションとしては必要な場合もあると思いますが、生活の中では強いて必要では無いと思いますが。

60代 女性 うるま市 時代

60代 女性 沖縄市 自分自身が好きじゃないので

60代 女性 沖縄市 しまくとぅばの敬語を知らないので、失礼になるようなきがする

60代 女性 金武町 しまくとぅばを話せない 聞き取れない人が多いので

60代 女性 うるま市 生活の中では必要ないとお思うが話の中で出たら話をしたいとお思う。

60代 女性 沖縄市 使う人が身近にいない

60代 女性 伊江村 問11と同じ

60代 女性 読谷村 特に問題となっていないため。

60代 女性 うるま市 なじみがないから

60代 女性 宜野湾市 話す人も少なくなったし若い子供たちも理解できないから無理に話さなくてもいいのでは

60代 女性 南風原町 必要だと感じたことが今ままでなかったので

60代 女性 うるま市 必要とは思わないが正しい言葉が話せたらいいなと思う

60代 女性 糸満市 普段から使わないので

60代 女性 読谷村 文化としてのこしていく分には大変良いと思う

60代 女性 沖縄市 本来のしまくとぅばではないから

60代 女性 沖縄市 昔と違って今は年寄りはホームへ行き、ちゃんと習う事がないしまだまだ私達の力では不足えｄす。

60代 女性 北中城村 わかる人がほぼいないから

60代 女性 宜野湾市 私自身がひつようでないから

60代 女性 うるま市 私達も年を取り、方言を話す相手がほとんどいないからです。

60代 女性 那覇市 共通な言葉で良いと思う

60代 女性 那覇市 今のところ必要はないと思う

60代 女性 宜野湾市 使う事が余り無いから

60代 女性 宮古島市 周りがほとんど方言を話せない環境にいるから。

60代 女性 与那原町 周りが使わないから

60代 女性 宜野湾市 特に使わなくても問題はないから

60代 女性 北中城村 独特だから

60代 女性 名護市 日頃使っていないので重要性を感じない

60代 女性 那覇市 必要かと聞かれたらあまり必要ではない感じだから

60代 女性 読谷村 標準語に慣れているので、あえて使う必要がない。

60代 女性 名護市 分からないから

60代 女性 那覇市 方言でしか、つたわらないことがある

60代 女性 本部町 方言を共通語に言い換えるのが面倒

60代 女性 浦添市 利用度が少ない

60代 女性 沖縄市 理解できなくても必要性は感じないから

60代 女性 沖縄市 話す人がいないので 理解できない。

70代以上 男性 豊見城市 生活に必要性を感じない

70代以上 男性 宜野湾市 全体的に会話で使わなくなったので

70代以上 男性 沖縄市 使うのは兄弟、姉妹に合った時で月に１回程度である。

70代以上 男性 宮古島市 日常生活ではそんなに必要性を感じない

70代以上 男性 石垣市 夫妻とも別地域で「しまくとぅば」が違うため

70代以上 男性 沖縄市 方言での会話が通じ会えない為。

70代以上 男性 南風原町 みんなが「しまくとぅば」を利用していないから

70代以上 男性 与那原町 共通語が普及しているから

70代以上 男性 那覇市 言葉が理解できない

70代以上 男性 うるま市 高齢者などには必要でしょうがそれ以外必要性を感じない。

70代以上 男性 石垣市 困ることがない

70代以上 男性 与那原町 使えなくとも不便はない

70代以上 男性 宜野湾市 時代とともに、消えていくのは致し方ない。

70代以上 男性 八重瀬町 周りに使う人が少ない

70代以上 男性 宜野湾市 習慣にはない

70代以上 男性 八重瀬町 段々、方言は生活の場でも使われなくなっていくと思う

70代以上 男性 沖縄市 通じない

70代以上 男性 読谷村 必要な語彙が少ない

70代以上 男性 うるま市 歴史を守る意味以外には特に必要としないので

70代以上 女性 名護市 あいさつ程度で良いと思う。

70代以上 女性 石垣市 石垣ではあまり聞かれないから

70代以上 女性 本部町 今は共通語の方がよく聞くから

70代以上 女性 中城村 子、孫の代になって会話があまり成り立たない

70代以上 女性 宜野湾市 しまくとぅばを使わなくても生活に不自由にない

70代以上 女性 南風原町 生活は殆ど1人だから

70代以上 女性 沖縄市 接する人が限られていて、今の所「しまうとぅば」を必要としていない。

70代以上 女性 宜野湾市 誰も使わないので

70代以上 女性 豊見城市 私の場合方言が分からなくて改めて説明してもらう事が多いので二度手間になる

70代以上 女性 那覇市 共通語以外は話せないから。

70代以上 女性 那覇市 現在感じないので

70代以上 女性 那覇市 使う人がいないから
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年代 性別 市町村 理由

10代 男性 那覇市 使わなくても困らない

10代 女性 南城市 何言ってるか分からない

10代 女性 那覇市 全く使っていないから

20代 男性 中城村 何を言っているのか分からないから

20代 男性 那覇市 言葉がわからないから。

20代 男性 北中城村 使わない

20代 男性 那覇市 使わないから

20代 男性 石垣市 他の言葉でOKだから。

20代 女性 那覇市 これまで触れたことがない

20代 女性 宜野湾市 しまくとぅばを使用しなくても何の支障もないから。

20代 女性 糸満市 使わないから

20代 女性 沖縄市 使わなくても不便を感じた事がない

20代 女性 うるま市 同年代の人とは使わない。

20代 女性 南城市 逆に日常生活に必要ですか？正直方言で話されても あー、うーん、ですよねー、なんて？と思うだけです。

20代 女性 うるま市 共通語があるから

20代 女性 うるま市 言葉遣いが悪いから

20代 女性 糸満市 使わなくても問題ないから

20代 女性 那覇市 周りに話す人がいないため

20代 女性 豊見城市 標準語で、暮らしていけるから。しまくとぅばを使う場面がない

20代 女性 那覇市 話す機会ない。

20代 女性 那覇市 話せない人がほとんどだから

30代 男性 石垣市 相手に伝わらない

30代 男性 宮古島市 意味がわからないから。

30代 男性 糸満市 言葉は歴史とともに変わるもの。無理して残す必要はない。

30代 男性 那覇市 言葉を知らない。

30代 男性 那覇市 使う場面がない

30代 男性 うるま市 使わないから

30代 男性 宜野湾市 使わなくても生活に支障がないから

30代 男性 那覇市 時代に必要とされなくったものは自然淘汰されると思うから

30代 男性 那覇市 通じないから

30代 男性 宜野湾市 必要ない

30代 男性 浦添市 必要を感じないし標準語で十分だから

30代 男性 那覇市 標準語で十分よい

30代 男性 那覇市 分からないから

30代 男性 那覇市 無くても困らない

30代 女性 沖縄市 意味が分からないから

30代 女性 那覇市 しまくとぅばが分からないので使えないから。

30代 女性 那覇市 しまくとぅばで会話をしたことがないから

30代 女性 名護市 ほとんど話せる人がいないし、生活の上で使う機会もいから、なくても差し支えない。

30代 女性 宜野湾市 意味が通じないから

30代 女性 沖縄市 意味を知らないため

30代 女性 恩納村 家族内、身近な人で使う人がいないから。

30代 女性 那覇市 興味が無い

30代 女性 浦添市
残す会みたいなのがあるけど、その意味もわからない。本当に普及させたいなら、CDとかを販売ではなく無料で配ればいい
のに、まぁまぁな金額で販売していて、金儲けのためとしか思ってない。

30代 女性 沖縄市 使った事ないから

30代 女性 糸満市 使わなくてももんだいない

30代 女性 浦添市 使わなくても生きていけるから

30代 女性 沖縄市 時代の変化

30代 女性 うるま市 自分がほとんど使わないので必要性を感じない。

30代 女性 うるま市 実際使わない

30代 女性 豊見城市 知らないから

30代 女性 南風原町 通じないので

30代 女性 うるま市 伝わらない

30代 女性 那覇市 必要ないから

30代 女性 糸満市 標準語で会話するから

40代 男性 うるま市 意味がわからない

40代 男性 西原町
下品だし乱暴だし人によっては一回で聞き取れない。更にちょっと土地が違うだけでも大幅に変わるので言語としては害悪
の部分が多い。特にビジネスの場では不要

40代 男性 うるま市 県外や外で通用できないから

40代 男性 糸満市 昨今方言より共通言語を主体に世の中が成り立っているから。 逆に通用しないことの方が多くなって来ている

40代 男性 石垣市 自分には必要がない

40代 男性 糸満市 身近にないので

40代 男性 石垣市 方言嫌い

40代 女性 名護市 ほかの県に行けば 全く使えないし、県内の子でも 実際理解できる子はいないと思うから

40代 女性 宮古島市 宮古の言葉は何と言っているか分からないといわれるから

40代 女性 宜野湾市 意味がわからない

40代 女性 本部町 意味がわからないので

40代 女性 八重瀬町 困らないので。

40代 女性 那覇市 使う機会がない

40代 女性 那覇市 使う機会もないから。

40代 女性 那覇市 使わなくても生活には困らないので。

40代 女性 南城市 子供も知らないし使う必要性がない

40代 女性 那覇市 周囲で使う人間がほぼいなくなった為

40代 女性 那覇市 身近なものではない。

40代 女性 浦添市 旦那さんが九州の出身なので、使うことがありません。

40代 女性 那覇市 通じないから

40代 女性 石垣市 通じる者同士なら使えば良いと思う。

40代 女性 豊見城市 必要と感じたことがない
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年代 性別 市町村 理由

40代 女性 沖縄市 方言や訛りを必要とする場面がないためです。

40代 女性 うるま市 話している人が周囲にいないから。

50代 男性 那覇市 意思疎通に欠ける

50代 男性 那覇市 意味がわからない

50代 男性 那覇市 沖縄の人も、標準語が話せるから

50代 男性 本部町 沖縄県内の若年者にも伝わらないから

50代 男性 読谷村 共通語だけで十分だから

50代 男性 那覇市 個人の判断

50代 男性 那覇市 今の時代は県外からやって来ている人も多いから。無理から使わなくてもいい。

50代 男性 那覇市 困らない

50代 男性 那覇市 必要性がない。

50代 男性 中城村 標準語が使えれば問題無いから

50代 男性 嘉手納町 不便。

50代 男性 那覇市 話せないから

50代 女性 嘉手納町 きつい印象と品がない

50代 女性 那覇市 なくても生活はできる。

50代 女性 うるま市 言語が少ない

50代 女性 那覇市 好きじゃない。

50代 女性 那覇市 使わなくても生きていける

50代 女性 宜野湾市 周りに話す人が全くいないため。

50代 女性 うるま市 正しい日本語を話すべき

50代 女性 うるま市 標準語でお願いします

60代 男性 中城村 コミュニケーションの妨げになることがある

60代 男性 糸満市 意味がわからないから。

60代 男性 那覇市 沖縄人だけが住んでるのではない！

60代 男性 北谷町 県外の人もいるから

60代 男性 多良間村 言葉を理解できないので。

60代 男性 那覇市 使い方が分からないから。

60代 男性 那覇市 使う局面がない

60代 男性 与那原町 使う人がいないから

60代 男性 石垣市 使えないから

60代 男性 宮古島市 使ったことがない

60代 男性 那覇市 知らない

60代 男性 北谷町 必要でないから

60代 男性 浦添市 標準語が有るから

60代 男性 那覇市 標準語で十分

60代 男性 西原町 聞かないので必要ないと思う

60代 男性 八重瀬町 理解できる人がいない。

60代 女性 石垣市 意味がわからないから

60代 女性 豊見城市 周りで使う人に接する事がほぼいない

60代 女性 那覇市 標準語でいい

60代 女性 沖縄市 標準語でも別に通用するから

70代以上 男性 読谷村 使い用がない

70代以上 男性 南風原町 話せる人がまわりにあまりいない

70代以上 男性 与那原町 必要性を感じたことがない

70代以上 男性 宜野湾市 今更覚えるメリットが無いから。

70代以上 男性 那覇市 話す人が少ない

70代以上 女性 うるま市 周囲に使う人がいないから

70代以上 女性 石垣市 地域によって言葉も多少違う部分もあると思います。しまくとぅばは共通ではないから？

70代以上 女性 宮古島市 必要な場面に出会ったことが無い
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子どもたちが「しまくとぅば」を使えるようになることへの意識（過去調査比較）

子供たちに「しまくとぅば」を使えるようになってほしいかの質問では、「是非、使えるようになってほ

しい」が、18.7％、「できれば、使えるようになってほしい」が48.6％となった。「是非、使えるよう

になってほしい」、「できれば、使えるようになってほしい」の合算値は67.3％で、過去2回の調査

と比較すると14.7ポイントの減少となっている。令和２年度と同様の郵送回答のみの結果では

「是非、使えるようになって欲しい」28.7％、「できれば使えるようになって欲しい」が50.8％、合

算値は79.5％となり、令和２年度と比較すると2.5ポイントの減少となる。

性別では 「是非、使えるようになってほしい」、「できれば、使えるようになってほしい」の合算で

男性が66.4％、女性が68.2％とあまり差はみられなかった。

年代別では、 「使えるようになってほしい」の合算値は20代が54.0％で最も少なく、70歳以

上が76.3％。年代が上がるほど肯定的な回答が多くなる傾向がある。

地区別では、宮古地区が最も高く（71.3％）、最も低かったのは八重山地区（62.4％）

であった。
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是非、使えるようになって欲しい できれば、使えるようになって欲しい

あまり、使えなくてもよい まったく、使えなくてもよい

無回答

〈使えるようになってほしい 82.2％〉

〈使えるようになってほしい 82.0％〉

〈使えるようになってほしい 67.3％〉
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70歳以上 (n=322)

無回答 (n=-)

北部地区 (n=236)

中部地区 (n=1220)

南部地区 (n=1157)

宮古地区 (n=110)

八重山地区 (n=107)

是非、使えるようになって欲しい できれば、使えるようになって欲しい

あまり、使えなくてもよい まったく、使えなくてもよい

無回答

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞
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＜手法＞

〈67.3％〉

〈62.9％〉

〈79.5％〉
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学校の授業科目に「しまくとぅば」を加えること（過去調査比較）

「しまくとぅば」を学校の授業科目に加えることについては、「行事や日常のあいさつ等、授業以

外の活動で取り組んでほしい」が49.7％で最も高い。次に「どちらともいえない」が22.0％、「他

の教科の授業を減らしてでも、是非、加えてほしい」が11.7％となっている。

過去調査との比較では、「行事や日常生活のあいさつ等、授業以外の活動で取り組んでほし

い」が前回、前々回の調査でも過半数を超えているのに対して、今回調査では49.7％。

令和２年度と同様の郵送回答のみの結果では「他の教科を減らしてでも、是非加えて欲し

い」と「行事や日常のあいさつなど、授業以外の活動で取組んで欲しい」の肯定意見を合算する

と、令和２年度が75.0％、令和３年度調査で70.2％となり、4.8ポイントの減少となる。

性別では女性が授業で教えることに肯定意見が多い。年代別では、10代が「ほかの授業を

減らしてでも、是非、教えてほしい」の回答が18.2％で他の年代と比べ高い。

地区別では「他の教科を減らしてでも、是非加えて欲しい」と「行事や日常のあいさつなど、授

業以外の活動で取組んで欲しい」の肯定意見は中部地区が64.0％で最も高い。最も低い南

部地区でも６割近い方が肯定的に考えている。
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他の教科の授業を減らしてでも、是非、加えて欲しい 行事や日常のあいさつ等、授業以外の活動で取り組んで欲しい

どちらともいえない まったく加えなくてもよい

無回答

〈取組んでほしい 68.5％〉

〈取組んでほしい 75.0％〉

〈取組んでほしい 61.4％〉
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WEB (n=2084)

郵送 (n=746)

男性 (n=1375)

女性 (n=1455)

10代 (n=174)

20代 (n=377)

30代 (n=462)

40代 (n=539)

50代 (n=477)

60代 (n=479)

70歳以上 (n=322)

無回答 (n=-)

北部地区 (n=236)

中部地区 (n=1220)

南部地区 (n=1157)

宮古地区 (n=110)

八重山地区 (n=107)

他の教科の授業を減らしてでも、是非、加えて欲しい 行事や日常のあいさつ等、授業以外の活動で取り組んで欲しい

どちらともいえない まったく加えなくてもよい

無回答

学校の授業科目に「しまくとぅば」を加えることについて

＜性別＞

＜年代＞

＜地区＞

80

＜手法＞

〈67.3％〉

〈58.3％〉

〈70.2％〉


